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障害者福祉の歴史

この講義のねらい

•どのような処遇を受けてきたか
•どのような法律ができ、どんな
支援をしてきたのか、

•障害者福祉の歴史を理解する。
•障害者総合支援法の目的、基本
理念や障害福祉サービス等の基

本的な内容を理解する。
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精神障害の歴史

1. 古代から中世にかけての精神科医療
2. 精神科疾患の始まり・奈良の養老律令
3. 平安時代から江戸時代にかけて、精神
疾患の原因解釈

4. 病院の歴史～主に寺による治療

古代から中世にかけての
精神科医療

•平安時代頃まで、精神科疾患は、「物憑
き」「物狂い」といった鬼神的な観念。
医療の対象というよりは、僧や神官によ
るお祓いの対象・保護の対象と見られて
いた
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精神科疾患の始まり

•養老律令においては、精神遅滞や精神疾
患、てんかんは病（やまい）と認識され
ていたようです。

•精神の障害があるものが犯罪したものは
罪を封じ、その供述を認めない。

•元正天皇が「悲田院」という療病院を建
設して病気になった人の救済もしていた。
ただし、神科疾患に特別な治療施設もな
かったともされている。

江戸時代の考え

•乱心者の犯罪に対する減刑や赦免の規定
はあった。

•減刑された乱心者は入牢、入檻などの処
遇。

•この処分は、あくまで犯罪予防であり、
治療を受けていたわけではない。
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病院の歴史～主に寺による治療

• 京都の岩倉大雲寺が治療施設として有名。
• 「僧医」は大きく活躍。「もののけ」というもの
に退治する存在。

• 中世の当時、精神科疾患の治療は宗教的な加持祈
祷や灌水が中心だったようです。

• 1332年には光明山順因寺、1599年には爽神堂にて、
今に続く「癲狂」治療所が出てきたようです。

• 1890年ころ石神井慈療院（現慈雲堂病院）など
• 公立の病院としては1879年に東京府癲狂院が最初。
• 府立巣鴨病院、府立松沢病院、都立松沢病院と名
前を変えて現在に至っています。

精神保健福祉の歴史

• 精神病者監護法（１９００（明治３３）年）

• 精神病院法（１９１９（大正８）年）

• 精神衛生法（１９５０（昭和２５）年）

• 精神衛生法一部改正（昭和４０年改正） （１９６５（昭和40）
年）

• 精神保健法（１９８７（昭和６２）年）

• 障害者基本法が成立（１９９３（平成５）年）

• 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（精神保健
福祉法）（平成７年改正）

• 障害者自立支援法 （２００５（平成１７）年１０月
３１日）
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